
柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.6孔 深度123.94m）

123

124

124 125

123

122

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度123.94m：シーム。傾斜72度。幅0～4mm，明褐色砂・礫混
じりシルト状。条線水平。幅1.0cmの非晶質石英,セリサイト付
着。

123.94m
・変質している。
・明褐色砂・礫混じりシルト状を呈する。

123.94m
・変質している。
・明褐色砂・礫混じりシルト状を呈する。

補足3-37



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.6孔 深度148.94m）

148

149

149
150

148

147

・シルト状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度148.94m：シーム。傾斜63度。幅3～5mm，明黄色粗砂混じ
りシルト状。

148.94m
・変質している。
・明黄色粗粒砂混じりシルト状を呈する。

148.94m
・変質している。
・明黄色粗粒砂混じりシルト状を呈する。

補足3-38



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.6孔 深度151.39m）

151

152

152 153

151

150

・シルト状を呈するがその分布は湾曲し直線性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度151.39m：シーム。傾斜75度。幅2～5mm，暗褐色シルト
状。
深度151.39～151.84m：変質帯。やや粘土化している。
深度151.84m：シーム。傾斜75度。幅1～3mm，褐～明黄色シル
ト状。

151.39～151.84m
・変質している。
・上部は暗褐色，下部は褐～明黄色である。

151.39～151.84m
・変質している。
・上部は暗褐色，下部は褐～明黄色である。

補足3-39



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.6孔 深度151.84m）

151

152

152 153

151

150

・シルト状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度151.39m：シーム。傾斜75度。幅2～5mm，暗褐色シルト
状。
深度151.39～151.84m：変質帯。やや粘土化している。
深度151.84m：シーム。傾斜75度。幅1～3mm，褐～明黄色シル
ト状。

151.39～151.84m
・変質している。
・上部は暗褐色，下部は褐～明黄色である。

151.39～151.84m
・変質している。
・上部は暗褐色，下部は褐～明黄色である。

補足3-40



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.6孔 深度157.09m）

157

158

158 159

157

156

・粘土状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度157.09m：シーム。傾斜55度。幅2～3mm，灰白色粘土状。
157.09m
・変質している。
・灰白色粘土状を呈する。

157.09m
・変質している。
・灰白色粘土状を呈する。

補足3-41



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.7孔 深度118.30m）

118

119

119
120

118

117

・粘土状を呈するがその分布は膨縮し連続性・直線性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度118.30m：シーム。傾斜50度。幅1～10mm，灰白色粘土
状。

118.30m
・変質している。
・灰白色粘土状を呈する。

118.30m
・変質している。
・灰白色粘土状を呈する。

補足3-42



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.7孔 深度119.74m）

119

120

120 121

119

118

・粘土状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度119.74m：シーム。傾斜52度。幅1～3mm，灰白色粘土状。
119.74m
・変質している。
・灰白色粘土状を呈する。

119.74m
・変質している。
・灰白色粘土状を呈する。

0 5 cm

凡 例

：シーム

補足3-43



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.7孔 深度120.58m）

120

121

121 122

120

119

・粘土状部は割れ目に沿って網目状に分布しており，熱水変質作用によるものと考えられる120.49m付近の粘土状部と同様の分布形状を示すことから，
破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度120.58m：シーム。傾斜65度。幅1～10mm，灰白色粘土
状。

120.58m
・変質している。
・灰白色粘土状を呈する。

120.58m
・変質している。
・灰白色粘土状を呈する。

補足3-44



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.7孔 深度151.35m）

・2本の同系統の割れ目に挟まれた区間に礫混じり砂状部が分布していることから，破砕部として認定した。
直線的・連続的な粘土状部の分布が認められないことから，カタクレーサイトであると判断した（平成20年破砕部再観察結果）。

151

152

152 153

151

150

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度151.35m：シーム。傾斜72度，幅1mm,褐色粘土状及び砂
状。
深度151.38m：シーム。傾斜74度，幅2mm,黒褐色粘土状及び砂
状。

●151.35～151.38m（f-8-11破砕帯）
・破砕部である。
・褐色の固結礫状部からなる。
・走向・傾斜はN15°E86°Eである。
・フィルム状の粘土を挟在する。

●151.35～151.38m（f-8-11破砕帯）
・破砕部である。
・褐色の固結礫状部からなる。
・走向・傾斜はN15°E86°Eである。
・フィルム状の粘土を挟在する。

補足3-45



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.7孔 深度151.38m）

・2本の同系統の割れ目に挟まれた区間に礫混じり砂状部が分布していることから，破砕部として認定した。
直線的・連続的な粘土状部の分布が認められないことから，カタクレーサイトであると判断した（平成20年破砕部再観察結果）。

151

152

152 153

151

150

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度151.35m：シーム。傾斜72度，幅1mm,褐色粘土状及び砂
状。
深度151.38m：シーム。傾斜74度，幅2mm,黒褐色粘土状及び砂
状。

●151.35～151.38m（f-8-11破砕帯）
・破砕部である。
・褐色の固結礫状部からなる。
・走向・傾斜はN15°E86°Eである。
・フィルム状の粘土を挟在する。

●151.35～151.38m（f-8-11破砕帯）
・破砕部である。
・褐色の固結礫状部からなる。
・走向・傾斜はN15°E86°Eである。
・フィルム状の粘土を挟在する。

補足3-46



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.7孔 深度163.82m）

163

164

164 165

163

162

・粘土状及び砂状を呈するが，その分布は局所的であり連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度163.82m：シーム。傾斜74度。幅2mm,黒褐色粘土状及び砂
状。

163.82m
・変質している。
・黒褐色粘土状及び砂状を呈する。

163.82m
・変質している。
・黒褐色粘土状及び砂状を呈する。

補足3-47



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度62.35m，62.39m）

62

63

63 64

62

61

・粘土状を呈するが，その分布は局所的であり連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度62.35m，62.39m:シーム。幅0.1～1mmの灰白色粘土状。逆
断層のセンスあり。

62.35m，62.39m
・変質している。
・幅0.1～1mmの灰白色粘土状を呈する。

62.35m，62.39m
・変質している。
・幅0.1～1mmの灰白色粘土状を呈する。

補足3-48



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度101.59m）

101

102

102 103

101

100

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度101.59m：シーム。56度，幅2～5mm褐色粘土状。
101.59m
・変質している。
・褐色粘土状を呈する。

101.59m
・変質している。
・褐色粘土状を呈する。

補足3-49



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度108.46m）

108

109

109 110

108

107

・粘土状を呈するが，その分布は局所的であり連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度108.46m：シーム。傾斜63度，幅0.1～2mmの灰白色粘土
状。

記載なし 記載なし

0 5 cm

凡 例

：シーム

補足3-50



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度108.85m）

108

109

109 110

108

107

・粘土状を呈するがその分布は湾曲し直線性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度108.85m：シーム。傾斜34度，幅2～5mmの褐色粘土状。 記載なし 記載なし

補足3-51



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度135.19m）

135

136

136 137

135

134

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度135.19m：シーム。傾斜20度，幅2～5mmの緑灰色粘土状。 記載なし 記載なし

補足3-52



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度135.96m）

135

136

136 137

135

134

・粘土状を呈するがその分布は膨縮し直線性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度135.96m：シーム。傾斜17度，幅3～4mmの緑灰色粘土状。 記載なし 記載なし

補足3-53



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度139.55m）

139

140

140 141

139

138

・シルト状を呈するが，その分布は局所的であり連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度139.55m：シーム。傾斜62度，幅0.2mmの砂質シルト状。 記載なし 記載なし

補足3-54



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度139.73m）

139

140

140 141

139

138

・シルト状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度139.73m：シーム。傾斜15度，幅4～10mmの黄灰色砂質シ
ルト状。

記載なし 記載なし

補足3-55



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度139.92m）

139

140

140 141

139

138

・シルト状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度139.92m：シーム。傾斜50度。幅3～4mmの黄灰色シルト
状。

記載なし 記載なし

補足3-56



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度139.96m）

139

140

140 141

139

138

・シルト状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度139.96m：シーム。傾斜50度。幅1～2mmの黄灰・褐色シル
ト状。

記載なし 記載なし

補足3-57



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度141.51m）

140

141

142

141

142

143

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度141.51m：シーム。傾斜75度。幅2～3mmの黄灰色シルト
状。

記載なし 記載なし

補足3-58



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度146.49m）

145

146

147

146

147

148

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度146.49m。シーム。傾斜60度，幅4～10mmの黄灰色シルト
混じり砂状。

記載なし 記載なし

0 5 cm

凡 例

：シーム

補足3-59



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度149.78m）

148

149

150

149

150

151

・粘土状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度149.78m：シーム。傾斜60度，幅3～5mmの暗褐～明黄色
粘土状。

記載なし 記載なし

補足3-60



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度153.20m）

152

153

154

153

154

155

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度153.20m：シーム。傾斜64度，幅2～4mmの暗褐色粘土状。 記載なし 記載なし

0 5 cm

凡 例

：シーム

補足3-61



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度158.89m）

157

158

159

158

159

160

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度158.89m：シーム。傾斜56度，幅8～10mm，明黄色礫混じり
シルト質砂状。

記載なし 記載なし

補足3-62



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度159.89～159.90m）

158

159

160

159

160

161

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度159.89～159.90m：シーム。上盤55度，下盤50度。幅5～
10mmの橙褐色砂質シルト状。

記載なし 記載なし

0 5 cm

凡 例

：シーム

補足3-63



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度167.91m）

166

167

168

167

168

169

・シルト状を呈するが，その分布は局所的であり連続性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度167.91m：シーム。傾斜40度。幅2mmの黒褐色シルト状。 記載なし 記載なし

補足3-64



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度180.41m）

179

180

181

180

181

182

・砂状を呈するがその分布は膨縮し直線性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度180.41m：シーム。傾斜58度。幅2～4mmの暗褐色シルト質
砂状。

記載なし 記載なし

補足3-65



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度183.21m）

182

183

184

183

184

185

・砂状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度183.21m：シーム。傾斜65度。幅2～5mmの黒褐色礫混じり
シルト質砂状。

記載なし 記載なし

補足3-66



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度191.49m）

190

191

192

191

192

193

・砂状を呈するが，その分布は局所的であり連続性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度191.49m：シーム。傾斜70度。幅1～2mmの砂状。傾斜約90
度,幅1mmの石英脈を見かけ1.5cm正断層的にずらす。条線方
向はほぼ垂直。

記載なし 記載なし

補足3-67



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度192.86m）

191

192

193

192

193

194

・砂状を呈するが，その分布は湾曲し直線性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度192.86m：シーム。傾斜73度。幅2～3mm暗褐色礫混じりシ
ルト質砂状。下盤に厚さ0.2～0.3cmの石英脈を伴う。破砕部に
径3mmの石英角粒を伴う。

記載なし 記載なし

補足3-68



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度194.42m）

193

194

195

194

195

196

・シルト状を呈するが，その分布は局所的であり連続性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度194.42m：シーム。傾斜72度。幅2～4mmの褐灰色シルト
状。下盤側は，変質により明黄色を帯び、マンガン汚染により、
黄、黒の縞状を呈する。

記載なし 記載なし

補足3-69



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.8孔 深度196.39m）

195

196

197

196

197

198

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度196.39m：シーム。傾斜67度。幅2～4mmの砂～礫状。上盤
に厚さ0.1～0.2cmの石英脈付着。破砕部に径0.3cm程度の角礫
化した石英脈を含む。

196.39m
・幅1～2mmの石英脈に沿って，砂～礫状を呈する。

196.39m
・幅1～2mmの石英脈に沿って，砂～礫状を呈する。

補足3-70



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.10孔 深度11.50m）

10

11

12

11

12

13

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度11.50m：シーム。傾斜50度。幅6～10mm,明褐色粘土状。
深度12.08m：シーム。傾斜60度。幅4mm,明褐色粘土状。鏡肌有
り,条線方向は50度左。
深度13.01m：シーム。傾斜50度。幅5～7mm,明褐色粘土状。
深度14.47m：シーム。傾斜52度。幅5mm,やや固結した明褐色粘
土状。

11.50～14.47m
・角礫状～明褐色の粘土状を呈する。

11.50～14.47m
・角礫状～明褐色の粘土状を呈する。

補足3-71



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.10孔 深度12.08m）

11

12

13

12

13

14

・一部で礫混じり粘土状を呈するが，礫に定向配列は認められず，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度11.50m：シーム。傾斜50度。幅6～10mm,明褐色粘土状。
深度12.08m：シーム。傾斜60度。幅4mm,明褐色粘土状。鏡肌有
り,条線方向は50度左。
深度13.01m：シーム。傾斜50度。幅5～7mm,明褐色粘土状。
深度14.47m：シーム。傾斜52度。幅5mm,やや固結した明褐色粘
土状。

11.50～14.47m
・角礫状～明褐色の粘土状を呈する。

11.50～14.47m
・角礫状～明褐色の粘土状を呈する。

補足3-72



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.10孔 深度13.01m）

12

13

13

14

14 15

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度11.50m：シーム。傾斜50度。幅6～10mm,明褐色粘土状。
深度12.08m：シーム。傾斜60度。幅4mm,明褐色粘土状。鏡肌有
り,条線方向は50度左。
深度13.01m：シーム。傾斜50度。幅5～7mm,明褐色粘土状。
深度14.47m：シーム。傾斜52度。幅5mm,やや固結した明褐色粘
土状。

11.50～14.47m
・角礫状～明褐色の粘土状を呈する。

11.50～14.47m
・角礫状～明褐色の粘土状を呈する。

補足3-73



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.10孔 深度14.47m）

15

13

16

14

14 15

・粘土状を呈するが，その分布は湾曲し直線性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度11.50m：シーム。傾斜50度。幅6～10mm,明褐色粘土状。
深度12.08m：シーム。傾斜60度。幅4mm,明褐色粘土状。鏡肌有
り,条線方向は50度左。
深度13.01m：シーム。傾斜50度。幅5～7mm,明褐色粘土状。
深度14.47m：シーム。傾斜52度。幅5mm,やや固結した明褐色粘
土状。

11.50～14.47m
・角礫状～明褐色の粘土状を呈する。

11.50～14.47m
・角礫状～明褐色の粘土状を呈する。

補足3-74



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.10孔 深度111.97m）

111

112

112 113

111

110

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度106.54～106.60m：0.5～1.0cm間隔で板状に節理発達。
深度111.18～114.93m：高角度な節理（密着も含め）発達。
深度111.97m：シーム。傾斜64度。幅8～10mm,粘土状、角礫
状。

106.54～114.93m
・角礫状～粘土状を呈する。
・高角度の割れ目が発達する。

106.54～114.93m
・角礫状～粘土状を呈する。
・高角度の割れ目が発達する。

補足3-75



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.11孔 深度11.35m）

11

12

12 13

11

10

・シルト状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度11.35m：シーム。傾斜65度。幅1～8mm，黒褐色,一部灰白
色シルト状。

11.35m
・幅1～8mmの黒褐～灰白色シルト状を呈する。

11.35m
・幅1～8mmの黒褐～灰白色シルト状を呈する。

0 5 cm

凡 例

：シーム

補足3-76



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.11孔 深度107.60m）

107

108

108 109

107

106

・シルト状を呈するがその分布は殲滅し連続性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度107.60m：シーム。傾斜84度。幅3～5mm，灰白・暗灰色シ
ルト状。

記載なし 記載なし

補足3-77



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.12孔 深度39.43m）

39

40

40 41

39

38

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度39.43m：シーム。傾斜41度。幅5mm,褐色粘土状。 記載なし 記載なし 記載なし

補足3-78



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.12孔 深度140.85～140.86m）

140

141

141 142

140

139

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度140.85～140.86m：シーム。傾斜54度。幅5～10mmの褐色
粘土状。

記載なし 記載なし 記載なし

補足3-79



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.12孔 深度183.43m）

183

184

184 185

183

182

・粘土状部にせん断構造・変形構造が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度183.00～183.43m：変質帯。上盤35度，下盤62度。固結砂
状。
深度183.43m：シーム。傾斜62度，下盤に幅3～5mmの暗褐色
粘土付着。

183.00～183.43m
・変質している。
・にぶい黄橙色の固結した砂状を呈する。下端境界に幅3～
5mmの暗褐色粘土を挟む。
・上端境界の傾斜は35°，下端境界の傾斜は62°である。

183.00～183.43m
・変質している。
・にぶい黄橙色の固結した砂状を呈する。下端境界に幅3～
5mmの暗褐色粘土を挟む。
・上端境界の傾斜は35°，下端境界の傾斜は62°である。

183.00～183.43m
・変質している。
・にぶい黄橙色の固結した砂状を呈する。
・下端境界に幅3～5mmの暗褐色粘土を挟む。

補足3-80



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.12孔 深度218.78～218.80m）

218

219

219 220

218

217

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度218.78～218.80m：シーム。上盤57度，下盤61度。幅8～
10mmの褐色礫混じりシルト状。

記載なし 記載なし 記載なし

補足3-81



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.12孔 深度243.62～243.63m）

243

244

244
245

243

242

・砂状を呈するが，その分布は殲滅し連続性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度243.62～243.63m：シーム。上盤63度，下盤60度。幅5～
10mm礫混じりシルト質砂状。

記載なし 記載なし 記載なし

補足3-82



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.13孔 深度17.81m）

17

18

18
19

17

16

・周囲の岩盤にシームと同系統の割れ目が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

1

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度17.81m：シーム。傾斜51度。幅4mm,褐色，灰白色粘土状。 記載なし 記載なし

補足3-83



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.13孔 深度28.98m）

28

29

29
30

28

27

・シルト状を呈するが，その分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度28.98m：シーム。傾斜43度。幅2～3mm,黒褐色シルト状。
上盤は堅岩。節理に沿って樹枝状に酸化マンガン汚染。

記載なし 記載なし

補足3-84



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.13孔 深度36.53～36.54m）

36

37

37 38

36

35

・砂礫状を呈するが，その分布は殲滅し連続性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度36.53～36.54m：シーム。傾斜55～58度,幅3～5mm。粘土
状・粘土混じり砂礫状。

36.53～36.54m
・幅3～5mmの粘土状・粘土混じり砂礫状を呈する。

36.53～36.54m
・幅3～5mmの粘土状・粘土混じり砂礫状を呈する。

補足3-85



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.13孔 深度37.84m）

37

38

38 39

37

36

・砂・細片状を呈するが，その分布は湾曲し直線性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度37.84m：シーム。傾斜53度。幅3～5mm,砂・細片状。
上下盤に幅0.1～0.2mmの褐色粘土を挟む。

記載なし 記載なし

補足3-86



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.13孔 深度47.03m）

47

48

48
49

47

46

・周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

審査資料
(平成30年11月30日)審査資料案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

審査資料案
審査資料

（平成30年11月30日）

深度47.03m：シーム。傾斜60度。幅1mmの褐色粘土を挟む。
47.03m
・幅1mmの褐色粘土を挟む。

47.03m
・幅1mmの褐色粘土を挟む。

補足3-87



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.14孔 深度16.61m）

16

17

17 18

16

15

・粘土状を呈するが，その分布は湾曲し直線性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度16.61m：シーム。傾斜42度。幅1～3mm，固結灰白色粘土
状。

記載なし 記載なし 記載なし

補足3-88



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.14孔 深度84.96m）

84

85

85 86

84

83

・粘土状を呈するが，下端面は膨縮し直線性に乏しく，周囲の岩盤に劣化が認められないことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度84.96m：シーム。傾斜52度。幅4～7mm，明褐～褐色礫混
じりシルト状。

記載なし 記載なし 記載なし

補足3-89



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.14孔 深度88.36m）

88

89

89 90

88

87

・粘土状を呈するが，その分布は湾曲し直線性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度88.36m：シーム。傾斜54度。 記載なし 記載なし 記載なし

補足3-90



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.14孔 深度99.62m）

99

100

100 101

99

98

・シルト状を呈するが，その分布は殲滅し連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度99.62m：シーム。傾斜53度。幅1～3mm，明褐灰色シルト
状。

記載なし 記載なし 記載なし

補足3-91



柱状図における「シーム」の記載とその性状（H19-No.14孔 深度133.36m）

133

134

134 135

133

132

・シルト状を呈するが，その分布は局所的であり連続性に乏しいことから，破砕部ではないと判断した。

委託報告書
(平成19年)

設置許可申請書
(平成27年11月)

審査資料
(平成29年12月22日)設置許可申請書案

0 5 cm

凡 例

：シーム

委託報告書
（平成19年）

設置許可申請書案
設置許可申請書
（平成27年11月）

審査資料
（平成29年12月22日）

深度133.36m：シーム。傾斜32度。幅1mm，褐色シルト状。 記載なし 記載なし 記載なし

補足3-92


